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	（タイトル）

（タイトル続き）

（屋号あるいは勤務先）

（氏名、部門）
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	（本文）

余白、１ページの行数、フォントを変更せずに書き込んでください。

このページ内に収まる範囲内で自由に表現して構いません。

写真の貼りつけは自由です。テキストボックスを挿入してその中に写真を貼ってください。

本記事で対象になる業務は、イベント主催、執筆活動、講演等の公開可能なものに限ります。

あくまで主体性を発揮できる業務に限定し、「事務局をやりました」のような補助的なものは除きます。

本記事の対象になる業務は２０１６年１月１日～１２月３１日までのものとします。

応募は一人１件とします。１件の記事の中に複数のイベントが書かれていても構いません。その場合にも必ず１ページ以内に収めてください。

１ページに収まっていない原稿が送られてきた場合、広報委員によって一部分を削除することがあります。その場合、原則的に執筆者に対する同意を得ずに編集します。

内容に秘密保持の義務を負うコンサルティングや調査業務等は匿名化しても受け付けません。

写真の貼りつけが出来ない場合、JPEG形式の画像ファイルを同時に提出してください。

その場合、写真貼り付けのマージンとして写真１枚につき４００文字分残してください。

文字の色は原則的に黒ですが、表現効果のために他の色を併用してもかまいません。

ただし、文字の大半は黒になるようにしてください。




（記載例）
	世界最大のゴム・プラスチック展（K2016）の視察と
視察報告会の自主開催

秋元技術士事務所　所長　兼　プラスチックス・ジャパン株式会社　社長

　　秋元英郎（化学部門）
	[image: image3.jpg]




	◆私の技術士活動の中心はプラスチックである。そのプラスチック分野で３年に一度開催される国際展示会がドイツで開催された（１０月）。非常に大規模な展示会であるため、視察に行っても何を見たら良いのかわからないという声を良く聞く。

◆私が顧問をしている一般社団法人プラスチック工業技術研究会では、近畿日本ツーリストとの共同開催行事としてK2016視察ツアーを開催し、私は射出成形分野を中心に見学するコースのコーディネーターとしてツアーに同行した。コーディネーターとしてドイツに行くのは２０１３年に続き２回目である。

◆コーディネーターの役割は業界の第一人者として参加者に事前情報を伝えると共に、訪問すべきブースに連れていき、その場で解説を行うというものである。ツアーにはコーディネーター無しのコースもあるが、多くの参加者が３０万円程度のアップがあってもコーディネーター付きを選んでいる。

◆帰国後には、私が設立したプラスチックス・ジャパン㈱のサイトに報告書をアップし、紙媒体の３雑誌にも記事を執筆中である。

◆帰国後のイベントの中で、特に伝えたいのは、報告会を自主開催したことである。帰国３週間後のタイミングで大阪市内で２０名入る会議室を借り、WEBサイトへの掲載とメルマガで告知して集客した。

◆２時間の講演に対して参加費は１万円であったが、２０人の定員は埋まって満席となった。また、聴講御礼のメールに対しても感謝の言葉が多く返ってきた。このように自分で企画することで集客の反応や参加者からのフィードバックが直接返ってくるというメリットを実感した。

◆このような活動を自分の会社のサイトで発信することで、サイトのアクセスは今年の後半になって急激に増え、業界での認知度がさらに高まった。また、本業としてのコンサルティング業務の引合いが増え、単価アップも実現できている。

以上


（写真貼り付け）
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広報委員会別紙－２








